
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

ソフト事業

活動指標 単位
実績値
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識字教室の開催

人権・教育講演会の開催
目標
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48
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49
目標 3
実績 2

H21

48

Ａ 現状維持 住民の学習意欲が高まり、いつでも学ぶことができる環境づくりが必要であり、ニーズの把握及び参加者の拡大を図りたい。
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教育費
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住民主体の人権教育推進事業

互いを認め合い、すべての人の人権を尊重する
目

人権啓発活動の推進

区分

会計

項
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557
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数量 金  額 金  額単位単位 数量数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位事 業 内 容単位 数量 金  額単位
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320

改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

4

3

必要性

有効性

4

4

達成度

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 498

498 334
475
475

334

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

334 334

3

人0.4

334
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

歴史的・社会的な背景から文字を身に付ける機会が少なかった人々にとっては、教養を身につける場を提供する必要があ
る。

講座生の知識が高まり自信となり、交流が広まり、また、　講演会への参加者は、差別を見抜き、差別に立ち向かう力を養う
ことができる。

予定していた事業を開催することができた。

前年度と比較して人権・教育講演会の参加者が減少しているが、事業の目的から鑑み、現状の事業費が必要である。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

334

報償費
その他

総合評価 事業の方向性

7

3157

事業の成果を測る指標

識字教室への参加者数

人権・教育講演会への参加者

評価項目 ポイント

教育集会所経費

教育集会所事業経費

住民主体の人権教育推進事業

334　 Σ

社会教育費

　 　

　 (千円)
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0.40.4 人 2,880 人件費（Ｂ）

334
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事業費計(A) 　
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報償費
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）
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人件費（Ｂ）

　

0.4
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事業費計(A)

人件費（Ｂ） 0.4 人 2,880

3,378

498事業費計(A)
　 　

　 Σ

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

16

平成１８年度 決算内容

人権・同和問題が住民一人ひとりのものとなって、人権意識が根付
いていくための機会として、より多くの参加をが得られる。

(千円)
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

49

①識字教室を実施した。
②人権講演会の開催　07.12.20「私の生きる道」佐藤祥代さん
③教育講演会の開催　08.3.21「解放運動と奨学金」松岡克己さ
ん

講座生の知識が高まり自信となり、交流が広まった。
講演会への参加者は、差別を見抜き、差別に立ち向かう力
を養った。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

周辺地域住民

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市教育集会所条例

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
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　委託先

年度

475

　
報償費
その他
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その他
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目標 49
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報償費

334

3,214 3,214
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平成２０年度 計画内容

334 334

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

334498

そ   の   他
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計

コード
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担当部課

４５０９００

教育委員会八幡町教育集会所

終了年度 平成

評価者
氏　名

前川　清 連絡先
23

(内線)

実績

H18 H19 H20

実績値
単位指標設定の考え方

参加者の定着化と参加者の増加

参加者の定着化と参加者の増加

延べ人員

延べ人員

目標

実績

目標

実績
240

220
実績 224
目標 300

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


